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石川県輪島市
● 活動名 ● 関係する学校名

三井公民館子ども教室 輪島市立三井小学校

● 

活
動
の
概
要
・
経
緯

　三井公民館子ども教室は、平成 20年より、子供たちの学年や町を越えたつながりや安全な居場所づくりのため、輪島市公民
館連合が運営委員会を立ち上げ、市内各公民館単位で開設した子供教室の一つである。三井地区の地域学校協働推進員や公民館
長が中心となり、放課後児童クラブや小学校と連携、協働しながら運営している。三井小学校４～６年生を対象とし、地域在住
の講師の特色を活かした教室や参加者のニーズにあわせた活動を実施している。また、三井地区の伝統文化を継承・保存する活
動も開設当初から実施している。

● 活動の特徴・工夫�
【特徴的な活動内容】
　公民館や体育館を中心に、対象学年の小学校４～６年生全員が参加して、地域在住の講師が教える伝統ある田切り歌や踊りの教室、
俳句教室、地域学習教室のほか、子供たちのニーズに応える異学年宿泊体験を実施している。
　また、昨今の地域コミュニティの希薄化や地域文化活動の衰退など課題の解決に向け、地域に根付く「三井権現太鼓」を三井小学校
４～６年生を対象に教え、継承・保存するほか、地域の人たちとの交流や子供たちの達成感につながるような活動も提供している。日
頃の活動では、太鼓に集中できるよう練習前にみんなで宿題をする場を設け、学習面でも子供たちを支援している。また、地域の方々
や保護者の期待も高まることから、コミュニティ全体の楽しみにもつながっている。

【実施にあたっての工夫】
　季節で活動内容が偏るため、子供たちが飽きないように太鼓に取り組む前後に、宿泊体験や俳句教室などを実施している。宿泊体験
には地域のボランティアも参加することで、地域の大人との関係づくりにもつながっている。
　太鼓の指導には熟練者の方々を迎えることで、子供たちは迫力ある音を体感し、太鼓への関心を高めるねらいがあり、指導はバチの
持ち方や体の構えなどの基本から丁寧に行っている。発表の場を、多くの観客が集まる８月の「あての森フェスティバル」と 12月の「田
の神様まつり」に設定することで、子供たちが自分たちの太鼓技能を高めようと熱心に練習に取り組むようにさせている。
● 事業を実施しての効果・成果�
・卒業後も地域に根付く「三井権現太鼓」の継承に主体的に取り組む子供が増えた。
・活動を通じて、学年や町内を越えた子供たちのつながりや地域住民との関係づくりが醸成されている。
・	活動発表が定着し、保護者や地域の高齢者等の楽しみの一つとなり、太鼓と子供たちを通じた地域のコミュニティ活動が活性化した。

つながる！　ひろがる！　太鼓をつうじて！
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小学校高学年を対象とした貴重な活動だと思います。地域の文化に触れる機会を作ることで、子供も大人
も同時に活性化していることを感じます。ポイント

● 連絡先 輪島市教育委員会生涯学習課 ☎ 0768-23-1176
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こんな
活動です

開始年度 平成 20 年度 学級数 4 学級 生徒数 22 人

放課後児童クラブとの連携
子供の
参加人数

平均人数

一
体
型

連
携
型

●
（連携状況）■毎回　　　　□定期的に
□イベントがある時　□活動場所を共有

（共有の活動場所）　

連
携
な
し

12 人

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数
実施場所

施設名：三井小学校
実施場所：体育館0　人 3　人

ボランティア
の数

登録人数
属性 学習活動の

有無 無
0　人

参考 URL


